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医療的ケアが必要な子どもの
在宅支援に係る実態調査（集計）

（平成２２年６月～９月実施）

●概要：

医療関係機関(就学前用) ・・・ 病院（１８）・診療所（１）

訪問看護ステーション（1）
市町村(就学前用) ・・・ 市町村（54）
特別支援学校(特別支援学校用)  ・・・ 29 校
以上に調査票を配布し、日常的に医療的ケアを

必要としている子どもを持つ親へ配布を依頼した。

●回答

男児 １３７名 ／ 女児 ９５名 ：計２３２名

資料２
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◆お子さんの現在の状況（その１）

●手帳の取得状況

1名６級

196名計

1名５級

1名４級

6名３級

6名２級

181名１級

身体障害者手帳

１１名ぼうこう又は直腸

１名小腸・その他

２名じん臓

２８名呼吸器

８名心臓

１５名音声又はそしゃく

２０名聴覚

１２名視覚

５７名体幹

７４名下肢

６０名上肢

１１９名移動機能

１０３名上肢機能

肢体不自由

●身体障害者手帳の部位（複数回答）
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◆お子さんの現在の状況（その２）

●手帳の取得状況

６名Ｂの２

８９名計

４２名○Ａの１

２名Ｂの１

１名Ａ

５名Ａの１

３３名○Ａ

療育手帳

いずれの手帳も取得していない

不明・未回答

・・・２２名

・・・ ６名
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◆お子さんの現在の状況（その３）

●運動について（複数回答）

32名自立歩行可能

9名介助歩行可能

66名座ることができる

（車椅子可能）

133名座る姿勢をとることは難しい

116名口からの摂取は難しい

112名口からの摂取が可能

●食事について

●直近１年間の状況について（複数回答）

15名その他

11名施設への入所が中心

24名医療機関への入院が中心

184名在宅での生活が中心
「その他」への記載について

・ 特別支援学校
・ 通園施設
・ NICU入院、退院後の在宅
生活を合わせて１年未満で
期間も同じくらい。
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◆お子さんの現在の状況（その４）

●お子さんに必要な医療的ケア（複数回答）

３０名その他

２名点滴（中心静脈栄養管理）

５名膀胱瘻の管理

２名人工肛門の管理

４２名人工呼吸器管理

５１名酸素吸入

７３名気管切開部の衛生管理

５４名薬液の吸入

２０名導尿

５８名胃ろう（腸ろう）

８８名経鼻経管栄養

７８名吸引（気管カニューレ内）

１３８名吸引（鼻腔・口腔）
「その他」への記載について

・ 薬物療法
・ てき便
・ 経口経管栄養
・ ＩＶＨ消毒
・ 夜間のＮＩＰＰＶ
・ エアウェイ
・ ブジー
・ 肛門からのガス抜き
・ 血糖値測定
・ インスリン注射
・ 留置バルーン
・ 中心静脈でない点滴
・ 口腔ネラトン
・ 洗腸
・ 義眼の出し入れ など
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◆福祉系サービスについて（その１）

●短期入所について

３４名

５６名

２８名

７１名

１９名

⑤利用したが充分でなかった

④利用したいができなかった

③サービスがあることを知らなかった

②必要がなかった

① よく利用していた

２９名

９名

３９名

５４名

２３名

１９名

６６名

３０名

はい いいえ★「上記④又は⑤の理由について」

その他の理由

６２名経済的理由で利用できなかった

４２名ベッド等が満床であり断られた

２８名安心して託せるサービスを提供する事業者がない

５９名医療的ケアを理由に断られた

６４名施設までの交通手段がなかった

２１名利用できる施設が遠かった

５１名手続きがわかりにくかった

就学前



7

◆福祉系サービスについて（その２）

●児童デイサービスについて

２８名

６６名

３５名

５６名

２４名

⑤利用したが充分でなかった

④利用したいができなかった

③サービスがあることを知らなかった

②必要がなかった

① よく利用していた

４３名

４名

３２名

５５名

３８名

１２名

３６名

２９名

はい いいえ★「上記④又は⑤の理由について」

その他の理由

７２名経済的理由で利用できなかった

４７名付き添いを条件とされた

２７名安心して託せるサービスを提供する事業者がない

４１名医療的ケアを理由に断られた

６９名施設までの交通手段がなかった

４７名利用できる施設が遠かった

５２名手続きがわかりにくかった

就学前
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◆福祉系サービスについて（その３）

●居宅介護（ホームヘルパー）について

４名

３７名

３５名

１１１名

２２名

⑤利用したが充分でなかった

④利用したいができなかった

③サービスがあることを知らなかった

②必要がなかった

① よく利用していた

１９名

２名

２６名

１５名

１８名

はい いいえ★「上記④又は⑤の理由について」

その他の理由

３１名経済的理由で利用できなかった

１１名安心して託せるサービスを提供する事業者がない

１８名医療的ケアを理由に断られた

１６名手続きがわかりにくかった

就学前
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◆福祉系サービスについて（その４）

●訪問看護について

６名

２２名

３９名

９３名

５３名

⑤利用したが充分でなかった

④利用したいができなかった

③サービスがあることを知らなかった

②必要がなかった

① よく利用していた

２１名

０名

１４名

１５名

はい いいえ★「上記④又は⑤の理由について」

その他の理由

２０名経済的理由で利用できなかった

７名安心して託せるサービスを提供する事業者がない

８名手続きがわかりにくかった

就学前
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◆福祉系サービスについて（その５）

●通園サービスについて

２６名

２１名

２０名

４０名

１０４名

⑤利用したが充分でなかった

④利用したいができなかった

③サービスがあることを知らなかった

②必要がなかった

① よく利用していた

３４名

３名

１５名

８名

６名

１４名

７名

はい いいえ★「上記④又は⑤の理由について」

その他の理由

３６名経済的理由で利用できなかった

２６名安心して託せるサービスを提供する事業者がない

３２名医療的ケアを理由に断られた

３５名施設までの交通手段がなかった

２８名利用できる施設が遠かった

３３名手続きがわかりにくかった

就学前
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◆福祉系サービスについて（その６）

●保育所・幼稚園について

７名

５１名

１３名

１０６名

２３名

⑤利用したが充分でなかった

④利用したいができなかった

③サービスがあることを知らなかった

②必要がなかった

① よく利用していた

２８名

２名

２４名

２８名

３０名

２名

６名

６名

はい いいえ★「上記④又は⑤の理由について」

その他の理由

３４名経済的理由で利用できなかった

１６名付き添いを条件とされた

１４名安心して託せるサービスを提供する事業者がない

１５名医療的ケアを理由に断られた

３６名施設までの交通手段がなかった

３１名利用できる施設が遠かった

３１名手続きがわかりにくかった

就学前
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◆生活や福祉サービスについて（その１）

2437497943退院前に退院後の相談がしたかった

2242406761退院後のサポートをしてくれる医療機関を探すのが大変だった

2272923610医師や医療関係者からの説明は充分理解できた

不
明◎○△×（２）病院を退院した時のこと ※特別支援学校のみ設問

記載した記号：

◎ ・・・ とてもあてはまる ○ ・・・ ややあてはまる

△ ・・・ あまりあてはまらない × ・・・ 全くあてはまらない

821333839お子さんに障害があることを受け入れられた

73567255障害の説明は十分理解できた

不
明◎○△×（１）お子さんの障害の説明について
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◆生活や福祉サービスについて（その２）
記載した記号： ◎ ・・・ とてもあてはまる ○ ・・・ ややあてはまる

△ ・・・ あまりあてはまらない × ・・・ 全くあてはまらない

420563821日常の不安や悩みを相談できる人がいる

741372628兄弟姉妹に対するサービスが欲しい

431364820家事を手伝ってくれるサービスが欲しい

414165055介護をしていた人の睡眠や休養の時間が充分に取れている

不
明◎○△×（４）日常生活について（就学中） ※特別支援学校のみ設問

1476645523日常の不安や悩みを相談できる人が欲しかった

1892562442兄弟姉妹に対するサービスが欲しかった

1276566622家事を手伝ってくれるサービスが欲しかった

1072366126介護をしていた人の睡眠や休養の時間が充分に取れた

不
明◎○△×（３）日常生活について（就学前）
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◆生活や福祉サービスについて（その３）

1762596529ホームページ（インターネット）で分かるようにして欲しかった

1527606862障害福祉の窓口での説明は充分だった

10115652616病院で分かるようにしてほしかった

不
明◎○△×（５）利用できる福祉制度やサービスの情報について

1365616528相談する窓口が複数にまたがり大変だった

1432786840職員の対応は、自分の思いや疑問等に配慮した丁寧な対応

だった

1345726438窓口の職員自体が制度を知っていた

1213550287行政窓口へ申請に出掛けていくこと自体が大変だった

不
明◎○△×（６）福祉行政について

記載した記号：

◎ ・・・ とてもあてはまる ○ ・・・ ややあてはまる

△ ・・・ あまりあてはまらない × ・・・ 全くあてはまらない
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◆生活や福祉サービスについて（その４）

81843172福祉・生活等の情報を分かりやすく教えてほしい

916039159リハビリなどの訓練ができる施設の充実

11123552617訪問看護の充実

11121533116居宅介護（ホームヘルパー）の充実

11166311410通園・通所施設の充実

13117542028兄弟姉妹のためのサービスの充実（保育所優先入所等）

817926118緊急時の短期入所の増床及び受入れ先の充実

1017630610子どもが利用するところに看護師の配置

7180181710日常的な短期入所の増床及び受入れ先の充実

816241156福祉サービス機関と医療機関の連携

11112603712担当する看護師の専門性の向上

1013061265担当する職員等の専門性の向上

不
明◎○△×（７）今後に希望すること。期待すること
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◆生活や福祉サービスについて（その５）

10111633810
情報をホームページ（インターネット）により分かるようにして

ほしい

914154208職員においては、丁寧・親切・分かりやすい対応をしてほしい

1013762176福祉全般において、相談窓口を分かりやすくしてもらいたい

1014749224
申請においては、自宅訪問や利用施設等において対応して

ほしい

不
明◎○△×（８）福祉行政の対応について

記載した記号：

◎ ・・・ とてもあてはまる ○ ・・・ ややあてはまる

△ ・・・ あまりあてはまらない × ・・・ 全くあてはまらない
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◆自由記載：「今後に期待・希望すること」について（１）

● 医療的ケアが必要だと言う事でサービスを受ける事がほとん
ど出来ない。

● 家から１時間かかるところでは、気軽にというわけにはいか
ない。

● 健常の子、軽度の障害の子と同様に、生活の楽しさや心の
成長も大切にして欲しい。

● 緊急時の短期入所の増床及び受け入れ先の充実を強く希望。
● 通院なども大変になってくるが、訪問看護や訪問診療が、
子にも負担が無く、良いのではと思っている。サービスの充実
が図れるといい。

● 児童デイサービスに看護師を配置して欲しい。（週に何度でも
よいので。）
● 兄弟の行事等に参加できない。1～2時間自宅で見ていて欲し
いというニーズにあったサービスがない。
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◆自由記載：「今後に期待・希望すること」について（２）

● 子供には、色々経験をさせてあげたいと思うが、現状は無理
です。疲れていても弱音ははけません。そんな時に１～２時間、
安心して預けられる場が欲しい。

● 居宅介護を利用しているが、たんの吸引等がしてもらえる
ヘルパーが増える事を望む。利用したくてもなかなか見つから
ないのが現状。

● 家族が急に体調をくずした時、入院しなければならない状況
でさえ、すぐに預けるところがなくて困る。

● 施設は子供をベッドにほとんど寝かせたまま。医療型施設
以外にも看護師を配置してほしい。施設によってはサービスが
充実しているが、ケアがあるため利用不可。

● 小さな悩みや意見をきいてくれる、病院医や福祉サービス
提供者へアドバイス等もしてもらえる所が近くにあるとより良い
福祉社会が築けるのではないか。
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◆自由記載：「今後に期待・希望すること」について（３）

● 看護師の各施設への増員と受け入れ先の充実は出来る限り
早く対応してほしい。

● 日中や緊急時等に、安心して入れる（預けられる）施設を増や
して欲しい。

● 通所、短期入所が出来る所を増やし、連れて行くにも負担の
ない距離であってほしい。特に緊急時は、遠いと困る。

● 重度の子をかかえ、預ける人もなく、土日は窓口はお休み、
郵送にしても、郵便局までいかなくてはいけないし、こちらの
状況を全く理解してもらっていない。

● こちらからのアプローチからではなく、情報を多く頂きたい。
● 児童デイサービス・放課後一時支援などの利用に制約がある。
看護師の配置又は、ヘルパーでも研修を受けるなどで医療的
ケアが出来ることを希望。

その他にも、多数の意見がありました。
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◆課題

● 医療的ケアが必要なことを理由に利用を断られる。

● 介護している家族の休息時間が充分でない。

● 看護師の配置等がされている施設や事業所の増設

又は増床。

● 施設及び事業所の職員や看護師の専門性の向上、

人材の育成。

● 保護者が安心して預けられるサービスの充実や

環境づくり。

● 子育てや支援にかかる情報の提供及び周知、対応

窓口の整備（情報を分かりやすく提供）。
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○平成23年度に向けて

医療的ケアが必要な子どもの実態及びニーズ調査

の結果を踏まえ、「医療的ケアが必要な子どもへの

在宅支援の強化」を図るため、在宅にて生活する地域

において、医療的ケアに対応可能な事業所の増設

及び受け入れの増員、在宅での生活を支援する人材

の育成を行うため、千葉県として３つの支援策を提案

し、新規事業化を目指し、予算確保のため要望をして

いる。

(1)千葉県障害児等支援訪問看護センター事業
(2)ホームヘルパー医療ケア研修事業
(3)重度障害児等通所医療支援事業
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（１）千葉県障害児等支援訪問看護センター事業

【事業概要】

①千葉県障害児等支援訪問看護センターの設置

在宅において医療的ケアが必要な子どもに対応可能な
「訪問看護ステーション」や「介護職員（ホームヘルパー）」等
の育成、NICUなど病院から在宅生活への繋ぎなど、地域の
中でセンター的機能を持った訪問看護ステーションを県内
３ヵ所において指定し、在宅生活への支援を実施する。

②障害児等支援訪問看護センター研究会の設置

障害児等支援訪問看護センターの設置に向けて、役割・
業務内容、センターの要件（運営体制の整備、職員の資質
確保、緊急時等のリスクへの対応等）等を検討するための

研究会を設置する。
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（２）ホームヘルパー医療ケア研修事業
【事業概要】

医療的ケアが必要な障害児等への在宅生活を支援する

ため、居宅介護従事者（ホームヘルパー）に対し、在宅生活

をおくる子どもへの医療的ケアに対応できるスキルと知識、

実技等の取得を促す研修会を実施する

（３）重度障害児等通所医療支援事業

【事業概要】

身近な地域の日中活動の場となる児童デイサービス等の

事業所において、医療的ケアが必要な障害児等が利用でき

る場を確保するため、看護師を配置し、医療的ケアを実施

する事業所等に対して、その費用を補助する。


